
漆喰塗料アレスシックイ

【微生物が生育可能なｐH領域とは？】

　カビや細菌(大腸菌、MRSA、O-157等)などの微生物は、生育可能なpHが存在し、この範囲で活発に増殖する。

酸性から弱アルカリ性が生育可能範囲で、最適な範囲は中性（pH 7）付近である。

アレスシックイの表面は強アルカリ性（pH11以上）であり、

微生物が生育できない環境となる。

すなわち抗菌性を有している。

【抗菌試験】 JIS Z 2801-2000　抗菌加工製品　抗菌試験 （財）日本食品分析センター実施

【結果】

他にも、黄色ぶどう球菌、緑膿菌でも同様な結果が

得られている。

アレスシックイの抗菌性について

生育可能 最適範囲

カビ 2.0～8.5 5.0～6.5

細菌 5.0～9.0 6.0～7.0

写真：24時間後の試験結果（大腸菌）

無塗装面 シックイ塗装面

写真：24時間後の試験結果（MRSA）

無塗装面 シックイ塗装面

アレス

シックイ

の表面 

①菌液を試験板に垂らす 
 
②滅菌フィルムを貼る 
 
③３５℃×２４時間静置する 
 
④菌液を洗い出し、培養する 
 
⑤発生したコロニー数を数え、 
  生菌数を求める。 

試験菌 測定 試験片
試験片１個あたりの
生菌数　ｎ＝３平均

接種直後 無塗装 ３．７×１０５

大腸菌 ３５℃ 無塗装 ２．５×１０７

２４ｈ後 アレスシックイ 検出せず

接種直後 無塗装 ２．６×１０５

ＭＲＳＡ ３５℃ 無塗装 ９．６×１０５

２４ｈ後 アレスシックイ 検出せず

pH 13程



漆喰塗料アレスシックイ

【抗ウィルス性の確認】

　長崎大学熱帯医学研究所、ウィルス研究の第一人者である安田二朗教授の指導の下

アレスシックイのウィルス不活化（複製、増殖機能の消失）検証を実施しました。

【ウィルス不活化検証結果】

ウィルスはタンパク質と核酸で構成され、生物の細胞に吸着して複製→増殖します。

アレスシックイは、ウィルス全般に効果がある事が確認されました。

【なぜウィルスの機能が消失するのか？】

ウィルスは、咳・くしゃみによる飛まつ中や吐しゃ物など

水分とともに存在します。

アレスシックイの抗ウィルス性について

図：ウィルスの種類と構造

 ウィルスがアレスシックイの多孔質な表面に

付着すると、水分の浸入により消石灰の溶出が

起きて、飛まつが強アルカリ性になります。 
 

    アレスシックイ表面は強アルカリ性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これにより、ウィルス中のタンパク質や核酸が
変性されて複製や増殖の機能を失います。 

ノロウィルス ＳＡＲＳ・ＭＥＲＳコロナウィルス

ロタウィルス ヒト免疫不全ウィルス（ＨＩＶ）

アデノウィルス エボラウィルス

ポリオウィルス ジカウィルス

ノンエンベロープ

ウィルス
エンベロープウィルス

ウシ丘疹性

口炎ウィルス

（ＢＰＳＶ）

インフルエンザ

ウィルスＨ３Ｎ２

（ＩＦＶ）

水疱性口内炎

ウィルス

（ＶＳＶ）

イヌパルボ

ウィルス

（ＣＰＶ）

一般的な

ウィルス
の種類

類似
ウィルス

○　効果あり ○　効果あり ○　効果あり

ノンエンベロープ

ウィルス ウィルス

感染力が強い

ヒトに感染する

○　効果あり試験結果

ヘルペスウィルス

天然痘ウィルス

特徴
（選定理由）

乾燥や消毒薬
に強い

最も身近な

pH 13程度 

ノンエベロープ 

ウィルス 

エベロープ 

ウィルス 

アルコールや界面活性剤

ではほとんど不活化せず 

= 消毒が難しい 

アルコールや界面活

性剤で不活化する 


